
吉野町政推進や木材産業をはじめとする地場産業振

興のため、吉野製材工業協同組合から寄付金150万

円が、中井町長に直接届けられました。寄附金を受け

とった町長は、「木のまち吉野としての事業の推進や

木材関連産業PRのため、有効的に使わせていただき

ます。」と感謝の言葉を述べました。

◆寄附者　吉野町大字丹治11番地
　　　　　吉野製材工業協同組合 理事長 中西利彦

問政策戦略課　℡（32）3081

3月18日
吉野製材工業協同組合から町へ寄附
▶
中
西
理
事
長（
左
）と
中
井
町
長（
右
）

永年にわたり、消防の使命達成に

尽力した功績を挙げられたことから、

國中広和氏（上市・58歳）に消防庁

長官から永年勤続功労章が贈られ

ました。國中氏は、昭和62年に吉野

町消防団に入団し、平成20年に副

分団長、平成２２年から３年間、分団長を歴任。若い団

員を率いて労力を惜しまず職務にまい進し、消防人と

しての使命責任を全うし、消防団の発展に尽力した功

績を認められ、この度の受章となりました。國中氏は、

「地域の皆様に支えられ、また良き先輩方や仲間たち

に恵まれて、現在まで消防団員として活動することが

でき、感謝申し上げます。これからも地域の皆様方に

少しでも安心感を与えることのできる団員であるよう

心がけていきたいと思います。」と語られました。

國中　広和 氏國中　広和 氏國中　広和 氏

國中 広和 氏  消防庁長官表彰
　　　　　　　　永年勤続功労章

くになか ひろかず
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平成２８年５月に教育長に就任し、
この3月31日をもちまして教育長を退
任させていただきました。この６年間、
多くの皆様からご指導ご支援を賜り
ましたこと心からお礼申し上げます。
この間、吉野町の教育理念である

「ふるさと吉野への郷土愛、愛着心
あふれる人づくり」をめざして参りま

した。手漉き和紙の卒業証書づくり、桜を通した学習、
「木とふれあい、木に学び、木と生きる」をテーマとした
木育等吉野町だからできる探究的学習を地域の皆様
とともに創造できましたことは、この上ない喜びです。ま
た、急速に変化する社会に対応できる子どもの育成を
図るため、保護者の皆様はじめ町民の皆様と小中一貫
教育について話し合い、施設一体型の小中一貫教育
校「吉野さくら学園」を開校いたしました。本町教育の
新たな門出を迎え期待に胸膨らませています。今後も
応援していきたいと考えています。
終わりに、教育のまち吉野町の更なる発展を祈念し、
退任のご挨拶とさせていただきます。

森本弥寿則
 前教育長
森本弥寿則
 前教育長
森本弥寿則
 前教育長
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里田　徳幸
上西　弘祐
西本　延博
松田　正昭
山口　貴典
西本　眞範
下中　隆平
北村　豊彦
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柳
香束
三茶屋・色生・小名
山口・平尾・津風呂・西谷・三津
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　４月９日、吉野山の環境対策への取り組みなどの視察の

ため、穂坂泰環境大臣政務官が来町しました。上市の環境

省吉野管理官事務所で、中井吉野町長との懇談や、昨年

実施した吉野山でのEVバス（電気自動車の周遊バス）実

証実験の説明などが行われた後、吉野山を視察しました。

先進的な取組であるこの実証実験は、脱炭素化に取り組

む環境省と、交通渋滞などの観光課題解決をめざす吉野

町の共同で行われたもので、政務官自らが地域関係者の

意見を聞くことにより、今後の施策に反映されます。

まちの話題  ▶▶ 

環境大臣政務官 吉野山視察

環境保全に向けて

Environmental Conservation

環境配慮型観光スタイル構築に向けて

◀
金
峯
山
寺
五
條
管
長
か
ら（
右
端
）か
ら
話
を
聞
く

穂
坂
政
務
官（
右
か
ら
２
人
目
）

吉野山のまちなかを視察する穂坂政務官（右）と中井町長（左）
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申請書作成に係る手続きの負担を減らすために、マイナンバーカードや運転免許証情報

を利用して申請書を作成する機器（記帳台システム）を役場１階窓口と健やか一番館３階

長寿福祉課窓口に設置しています。住所や氏名等が記載された申請書が自動で作成で

き、手書きの手間がかかりません。証明書発行等の手続きの際にぜひご利用ください。

（マイナンバーカードに関する臨時窓口は裏表紙参照）

記帳台システムを紹介します

タッチパネルでの操作なので簡

単に手続きできます。分からなけ

れば職員がお手伝いしますので、

ご安心ください。スペイン語にも

対応しています。

操作方法の
動画はこちら
から➡

れば職員がお手伝いしますのでれば職員がお手伝いしますので

ご安心ください。スペイン語にも

対応対 しています。

マイナンバー
カードや運転免許証

があれば

窓口の手続きが
簡単に

簡

け

ででで、

も

町民税務課 松本主任
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この日植栽した４１本の樹木

のうち、２１本は公益財団法

人　三菱ＵＦＪ環境財団が実

施する苗木寄贈事業による

寄贈を受けて実施したもの

です。

国
栖
の
杜
植
樹
イ
ベ
ン
ト

多
様
な
木
々
を
寄
せ
て
植
え
る
こ
と
で
、競

い
合
わ
せ
、共
生
で
き
る
よ
う
角
度
な
ど
も

調
整
し
な
が
ら
植
え
て
い
き
ま
し
た
。参
加

者
か
ら
は
、「
こ
ん
な
植
え
方
も
あ
る
ん
だ

ね
」「
木
が
呼
吸
で
き
る
よ
う
に
フ
カ
フ
カ
に

し
て
あ
げ
よ
う
」と
話
し
な
が
ら
作
業
を
進

め
ま
し
た
。

　

植
樹
後
、そ
れ
ぞ
れ
の
樹
種
を
記
し
た
プ

レ
ー
ト
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、地
元
の
方
を
は
じ
め
、一
般
申

込
の
方
や
近
畿
大
学
の
学
生
さ
ん
な
ど
、町

内
外
か
ら
３０
名
を
超
え
る
参
加
者
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、プ
ロ
の

庭
師
の
方
々
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
作
業

を
進
め
ま
し
た
。植
穴
に
は
炭
や
小
枝
、落
ち

葉
な
ど
が
層
に
な
る
よ
う
敷
く
こ
と
で
、わ

ず
か
な
隙
間
が
で
き
、木
々
が
呼
吸
出
来
る

よ
う
な
土
中
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。ま
た
、

国
栖
の
杜
で
は「
一
か
ら
始
め
る
森
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、昨
年
か
ら
イ
ベ
ン
ト
形
式

で
植
樹
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。３
月
６
日
に
は
国
栖
地
区
自
治
協
議
会
の
主
催
に
よ

り
、国
栖
の
杜
で
の
植
樹
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、４１
本
の
広
葉
樹
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
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樹 種
コ ナ ラ

ヤマザクラ

ヤマボウシ

モ ミ ジ

シ イ

ハクウンボク

ヤマコウバシ

ク ロ モ ジ

数量
８

２

２

２

１

２

２

２

寄贈された樹種と数量当日、午後から
約５０㎡分の芝生張り
を行い、この日の
一連の作業を
終えました。

政策戦略課から政策戦略課からののお知らせお知らせ政策戦略課からのお知らせ政策戦略課からのお知らせ

吉野町には、一般会計と５つの特別会計、１つの企業会計があり令和4年度の
予算規模は次のとおりとなっています。

令和４年度

吉野町の

当初予算

予算編成のポイント

令和４年度当初予算は、コロナ禍においても、新型コロ
ナウイルス感染防止対策を行いながら、社会経済活動を
回復させていくため、また、町民の命と暮らしをまもるた
め、様々な事業を実施できる予算としています。

会計別の予算規模

会計の名称

一 般 会 計 5,222,000

2,877,300

▲ 1,028,000

17,500

8,779,000 ▲ 1,004,440

1,130,000

1,279,600

1,276,900

2,700

176,000

259,500

32,200

679,700

679,700

▲ 18,000

15,600

15,800

▲ 200

13,000

5,700

1,200

6,060

6,060

特 別 会 計

公営企業会計

全 会 計 の 合 計

令和4年度予算額 前年度比（増減額） 主な事業内容

国民健康保険

介 護 保 険

後期高齢者医療

下 水 道 事 業

農業集落排水事業

水 道 事 業

保 険 事 業

サービス事業

国民健康保険に加入している方の医療費を給付

※８・９ページ参照

75歳以上の方の医療費を給付

汚水管の整備及び維持管理

汚水管の整備及び維持管理（香束地区）

上水道区域への水道水の供給

65歳以上の要介護･要支援者の方への保険給付
介護予防・地域支援事業

一般会計の予算を一人当たりに換算すると次のとおりとなります。一人当たりにすると・・・

歳出名称 予算額（千円） 一人当たり予算額（円）
66,573
889,408
1,202,452
823,762
209,267
306,837
439,277
341,937
417,225
23,001
500,261
2,000

5,222,000

10,360
138,408
187,123
128,192
32,566
47,749
68,359
53,211
64,928
3,579
77,851
311

812,636

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農 林水 産業費
観 光 商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
予 備 費
合　　計

一般会計歳出予算

歳入名称 予算額（千円） 一人当たり予算額（円）
693,874
24,855
87,493
154,119
84,899
80,000
133,494
2,661,000
283,681
424,958
265,227
328,400
5,222,000

107,979
3,868
13,615
23,984
13,212
12,449
20,774
414,099
44,146
66,131
41,274
51,105
812,636

町 税
分担金及び負担金
使用料及び手数料
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
そ の 他
地 方 交 付 税
譲与税・交付金
国 支 出 金
県 支 出 金
町 債
合　　計

一般会計歳入予算

（単位:千円）


